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こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
刊
行
し
た
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土

木
簡
概
報
（
十
四
）
』
（
一
九
九
九
年
九
月
）
以
後
、
一
九
九
九
年
度
・
二
〇

〇
〇
年
度
に
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
行
な
っ
た
発
掘
調
査
で
出
土

し
た
木
簡
、
及
び
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
の
一
部
を
収
録
し
た
。

　
一
九
九
九
年
度
に
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
飛
鳥
藤
原
第
九
八
次
、
二

〇
〇
〇
年
度
に
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
一
〇
七
、
一
〇
九
、
一
　
一
〇
、

一
コ
ー
、
一
二
二
次
の
各
調
査
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
九
八
次

調
査
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

二
〇
〇
〇
－
Ｈ
』
に
釈
文
の
一
部
を
載
せ
た
が
、
今
回
あ
ら
た
め
て
釈
読

で
き
た
も
の
す
べ
て
を
掲
載
し
た
。
今
後
は
こ
れ
に
依
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
『
飛
鳥
・
藤

原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
十
二
、
（
十
三
）
、
（
十
四
）
に
お
い
て

順
次
公
表
し
て
き
た
。
今
号
で
は
、
飛
鳥
寺
一
九
九
一
―
一
次
、
第
八
四

次
、
第
九
三
次
の
各
調
査
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
洗
浄
・
整
理
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
木
簡
を
掲
載
す
る
。

　
な
お
、
巻
末
に
、
概
報
（
十
二
、
（
十
三
）
、
（
十
四
）
の
釈
文
の
訂
正
を

付
載
す
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
木
簡
の
出
土
地
点
と
状
況

｝
九
九
九
年
度
の
講
奎

Ｉ
　
ゝ
１
１
４
ｒ
ｌ
『
，
　
，
－
『
％
Ｉ
Ｓ
ｌ
，
　
ｌ
Ｉ

飛
鳥
藤
原
第
九
八
次
調
査
（
飛
鳥
池
遺
跡
の
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｋ
Ａ
地
区
　
一
九
九
九
年
四
月
～
九
月

　
飛
鳥
池
遺
跡
は
、
飛
鳥
寺
の
東
南
か
ら
「
人
」
字
形
に
延
び
る
東
西
二
つ

の
谷
に
面
し
た
丘
陵
斜
面
に
展
開
し
て
い
た
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀

初
頭
に
か
け
て
の
総
合
工
房
跡
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
は
、
東
の
谷
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
と
そ
れ
に
面
す
る
丘
陵
部
分
に
、

第
九
三
次
調
査
区
の
東
南
部
で
検
出
さ
れ
た
炉
跡
群
の
二
鄙
及
び
第
八
七

次
調
査
東
区
を
含
み
込
む
形
で
調
査
区
を
設
定
し
、
炉
跡
の
広
が
り
と
富

本
銭
鋳
造
に
関
わ
る
遺
構
・
遺
物
の
発
見
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
調

査
面
積
約
コ
ー
○
○
�
。

　
調
査
の
結
果
、
谷
北
東
岸
に
お
い
て
工
房
跡
、
谷
筋
と
そ
の
両
岸
に
堆

積
し
た
大
量
の
炭
層
（
廃
棄
物
堆
積
層
）
、
富
本
銭
鋳
造
時
の
廃
棄
物
を
一

括
投
棄
し
た
富
本
銭
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
二
Ｔ
Ｓ
Ｋ
二
Ｉ
三
、
エ
房
を
区
画
す

１　－一



る
掘
立
柱
塀
な
ど
を
検
出
し
た
。

ま
た
、
谷
に
は
流
れ
に
直
交
し
て

盛
土
造
成
さ
れ
た
陸
橋
六
条
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
は
工
房
の
汚

水
を
処
理
す
る
た
め
の
水
溜
の
役

割
を
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　
遺
物
と
し
て
、
土
器
・
瓦
博
・

木
製
品
・
工
房
関
連
の
遺
物
、
富

本
銭
鋳
造
関
連
遺
物
な
ど
多
種
多

様
な
遺
物
が
出
土
し
た
。

　
木
簡
は
、
富
本
銭
土
坑
Ｓ
Ｋ
二

コ
ニ
か
ら
七
点
（
う
ち
削
屑
六
点
）
、

谷
の
北
東
岸
で
、
谷
筋
に
平
行
し

て
南
東
か
ら
北
西
に
流
れ
る
素
掘

り
斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
四
か
ら
一
点
、

炭
層
か
ら
六
点
（
う
ち
削
屑
一
点
）
、

陸
橋
Ｓ
Ｘ
二
〇
八
裾
炭
溜
か
ら
一

点
、
谷
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
の
堆
積
層
か

ら
一
一
点
（
う
ち
削
屑
二
点
）
、
合

計
二
六
点
（
う
ち
削
屑
九
点
）
が
出

２－一



土
し
た
。

　
以
上
、
第
九
八
次
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
年
報
二
〇
〇
〇
－
Ｈ
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
○
○
・
０
．
年
度
の
鵬
査

飛
鳥
藤
原
第
口
‥
）
七
次
調
査
（
藤
原
宮
朝
堂
院
の
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｊ
Ｆ
地
区
　
二
〇
〇
〇
年
三
月
～
一
　
一
月

　
調
査
地
は
、
藤
原
宮
朝
堂
院
の
東
第
一
堂
の
北
半
と
回
廊
の
東
北
隅
部

に
あ
た
り
、
∇
几
三
九
～
一
九
四
〇
年
に
か
け
て
日
本
古
文
化
研
究
所
が

部
分
的
に
調
査
を
行
な
っ
た
場
所
で
あ
る
。
調
査
面
積
約
三
一
四
〇
�
。

　
調
査
の
結
果
、
藤
原
宮
朝
堂
院
東
第
一
堂
と
回
廊
、
内
裏
外
郭
南
限
の

掘
立
柱
塀
、
宮
に
先
行
す
る
条
坊
道
路
の
側
溝
、
奈
良
時
代
の
建
物
と
溝
、

平
安
時
代
～
鎌
倉
時
代
の
集
落
な
ど
を
検
出
し
た
。

　
朝
堂
院
東
第
一
堂
Ｓ
Ｂ
九
一
〇
〇
は
、
基
壇
上
の
礎
石
建
ち
南
北
棟
建

物
で
あ
る
。
日
本
古
文
化
研
究
所
の
調
査
で
、
桁
行
九
間
、
梁
行
四
間
、

四
周
に
庇
が
付
く
建
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で

は
、
建
物
の
北
半
部
を
検
出
し
、
柱
間
は
、
身
舎
が
桁
行
・
梁
行
と
も
に

四
・
二
ｍ
（
一
四
尺
）
、
庇
の
出
は
三
・
〇
ｍ
（
一
〇
尺
）
で
、
建
物
の
全
長

は
、
桁
行
一
一
八
尺
、
梁
行
四
八
尺
で
あ
っ
た
。
基
壇
は
掘
込
地
業
を
施

さ
ず
、
宮
造
営
時
の
整
地
土
上
に
、
栗
石
を
入
れ
な
が
ら
基
壇
土
を
つ
き

か
た
め
て
い
る
。
日
本
古
文
化
研
究
所
の
調
査
で
は
総
柱
建
物
と
し
て
復

原
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
基
壇
土
中
の
栗
石
を
礎
石
の
根
石
と
誤
認
し
た

も
の
で
あ
り
、
平
城
宮
な
ど
諸
宮
と
同
様
、
藤
原
宮
に
お
い
て
も
朝
堂
は

総
柱
建
物
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
朝
堂
院
北
面
回
廊
Ｓ
Ｃ
九
〇
〇
〇
・
東
面
回
廊
Ｓ
Ｃ
九
〇
一
〇
は
、
と

も
に
柱
間
は
桁
行
四
・
二
ｍ
二
四
尺
）
、
梁
行
三
・
〇
ｍ
二
〇
尺
）
で
、

隅
の
二
間
分
は
桁
行
・
梁
行
と
も
三
・
〇
ｍ
二
〇
尺
）
で
あ
る
。
回
廊
の

側
柱
位
置
か
ら
約
二
ｍ
外
側
に
、
北
面
回
廊
の
南
北
各
雨
落
溝
、
東
面
回

廊
の
東
西
各
雨
落
溝
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
幅
一
ｍ
前
後
、
深
さ
Ｉ
〇
ｍ
。

東
面
回
廊
の
外
側
は
玉
石
積
み
の
基
壇
外
装
を
施
す
。
回
廊
内
側
は
凝
灰

岩
に
よ
る
基
壇
外
装
か
。

　
藤
原
宮
直
前
期
の
遺
構
と
し
て
、
先
行
四
条
大
路
の
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇

〇
五
（
幅
一
・
五
ｍ
、
深
さ
Ｉ
ｍ
以
上
）
、
先
行
東
一
坊
坊
間
路
の
東
側
溝

Ｓ
Ｄ
八
七
八
（
幅
一
・
二
ｍ
、
深
さ
〇
・
六
ｍ
）
、
同
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
四

（
幅
一
・
〇
ｍ
、
深
さ
〇
・
六
ｍ
）
を
検
出
し
た
。
四
条
大
路
と
東
一
坊
坊

間
路
の
路
幅
は
、
側
溝
心
々
間
で
そ
れ
ぞ
れ
一
六
ｍ
（
四
五
大
尺
）
、
約
七

ｍ
（
二
〇
大
尺
）
で
あ
る
。
ま
た
、
中
世
の
遺
構
と
し
て
、
調
査
区
西
半

部
を
中
心
に
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
掘
立
柱
建
物
や
井
戸
、
溝

な
ど
の
遺
構
を
多
数
検
出
し
た
。

　
木
簡
は
、
朝
堂
院
東
面
回
廊
Ｓ
Ｃ
九
〇
一
〇
の
東
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
〇

３



二
か
ら
削
屑
一
点
、
先
行
四
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
〇
五
か
ら
一
点
、

平
安
時
代
末
期
～
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
四
六
か
ら
一

点
、
合
計
三
点
（
う
ち
削
屑
一
点
）
が
出
土
し
た
。

飛
鳥
藤
原
第
一
〇
九
次
調
査
（
藤
原
京
左
京
二
条
二
坊
の
調
査
）

　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｊ
Ｐ
・
５
Λ
Ｊ
Ｎ
地
区
　
二
〇
〇
〇
年
八
月
～
一
〇
月

　
耳
成
山
の
南
東
、
国
道
一
六
五
号
線
に
面
す
る
店
舗
建
設
に
伴
う
調
査

で
、
調
査
地
は
藤
原
京
左
京
二
条
二
坊
西
北
坪
の
西
北
部
及
び
東
一
坊
大

路
に
あ
た
る
。
調
査
面
積
約
二
六
〇
〇
�
。
遺
構
は
大
き
く
古
墳
時
代
以

前
、
藤
原
宮
期
な
い
し
そ
の
直
前
・
直
後
、
中
世
以
降
に
分
け
ら
れ
、
さ

ら
に
藤
原
宮
期
頃
の
遺
構
は
、
方
位
や
重
複
関
係
な
ど
か
ら
Ｉ
～
四
時
期

に
細
分
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
藤
原
宿
期
で
は
、
少
な
く
と
も
坪
は
南
北

に
二
分
し
て
利
用
さ
れ
、
最
大
で
も
桁
行
五
間
、
ほ
と
ん
ど
が
三
～
四
間

と
い
う
小
規
模
な
建
物
群
が
散
在
し
て
い
る
宅
地
の
様
相
が
判
明
し
た
。

顕
著
な
出
土
遺
物
と
し
て
、
坪
内
道
路
Ｓ
Ｆ
九
二
六
八
の
両
側
溝
及
び
井

戸
Ｓ
Ｅ
九
一
四
七
な
ど
か
ら
砥
石
が
多
量
に
出
土
し
、
ま
た
、
東
一
坊
大

路
東
側
溝
や
坪
内
道
路
北
側
溝
か
ら
漆
付
着
土
器
が
出
土
し
た
。
当
該
坪

の
西
北
部
分
は
、
大
規
模
な
邸
宅
と
い
う
よ
り
は
、
金
属
製
品
な
い
し
漆

製
品
の
工
房
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
木
簡
は
、
宮
期
一
期
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
一
四
九
か
ら
削
屑
三
点
、
一
∵
三

期
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
一
四
七
の
井
戸
枠
内
最
下
層
バ
ラ
ス
か
ら
一
点
、
合
計

四
点
（
う
ち
削
屑
三
点
）
が
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
細
片
で
釈
読
で
き
な
い
。

飛
鳥
藤
原
第
一
　
一
〇
次
調
査
（
石
神
遺
跡
第
二
二
次
の
調
査
）

　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｍ
Ｄ
地
区
　
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
一
年
二
月

　
こ
の
調
査
は
、
石
神
遺
跡
第
九
次
調
査
区
二
九
九
〇
年
度
調
査
）
に
北

接
し
て
東
西
・
南
北
そ
れ
ぞ
れ
約
二
Ｉ
ｍ
、
面
積
約
四
四
〇
�
の
調
査
区

を
設
け
て
、
遺
跡
北
部
の
解
明
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
調
査
の
結
果
、
遺
構
は
Ａ
期
（
七
世
紀
中
頃
・
斉
明
朝
。
丁
上
二
期
に

細
分
）
、
Ｂ
期
（
七
世
紀
後
半
・
天
武
朝
）
と
Ａ
期
以
前
に
大
別
さ
れ
る
。

Ａ
期
の
石
神
遺
跡
は
、
掘
立
柱
東
西
塀
と
そ
れ
を
挟
む
二
条
の
石
組
溝
に

よ
っ
て
、
北
限
を
区
画
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
Ａ
－
一
　
・
二
期
に
は
、
掘
立
柱
東
西
塀
Ｓ
Ａ
三
八
九
三
（
一
∵
一
ｍ
等

間
）
、
東
西
塀
の
南
で
検
出
し
た
内
法
幅
約
〇
・
七
ｍ
の
石
組
東
西
溝
Ｓ

Ｄ
三
八
九
一
、
東
西
塀
の
北
で
検
出
し
た
大
規
模
な
石
組
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
三

八
九
六
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三
八
九
六
は
底
面
幅
一
丁
Ｏ
ｍ
、
現
状
で
の
上
面

幅
一
丁
四
ｍ
、
深
さ
〇
・
七
ｍ
。
二
〇
～
五
〇
ｍ
の
石
を
側
石
と
し
て
五

段
以
上
積
み
上
げ
、
底
面
に
拳
大
の
石
を
敷
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
石

神
遺
跡
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
石
組
溝
の
中
で
最
大
で
あ
る
。
Ａ
－
三
期

に
な
る
と
、
Ｓ
Ａ
三
八
九
三
を
北
に
四
・
六
ｍ
移
動
し
て
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ

４－一
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第110次調査遺構図

三
八
九
五
を
建
て
、
Ｓ
Ｄ
三
八
九
一
を
や
は
り
北
に
八
ｍ
ず
ら
し
て
石
組

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
三
九
〇
二
を
開
削
（
Ｓ
Ｄ
三
八
九
六
は
こ
の
時
期
も
存
続
）
。

　
Ｂ
期
に
な
る
と
、
Ｓ
Ｄ
三
八
九
六
は
、
黄
色
山
土
や
灰
褐
色
粘
質
土
な

ど
で
完
全
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
調
査
区
全
面
に
わ
た
っ
て
整
地
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
石
神
遺
跡
の
北
限
は
本
調
査
区
の
北
に
動
か
さ
れ
た
ら
し
い
。

　
出
土
遺
物
と
し
て
、
土
器
・
瓦
・
金
属
製
品
・
石
製
品
・
木
製
品
な
ど

が
あ
る
が
、
顕
著
な
も
の
で
は
、
印
花
紋
を
も
つ
新
羅
土
器
壷
片
や
、
持

ち
運
び
用
の
紐
孔
を
あ
け
た
突
起
部
を
持
つ
陶
硯
（
円
面
硯
。
復
原
径
九
・

五
ｍ
）
が
出
土
し
た
。

　
木
簡
は
、
東
西
石
組
溝
Ｓ
Ｄ
三
八
九
六
の
埋
め
立
て
土
（
整
地
土
層
）
か

ら
二
点
出
土
し
た
。
本
遺
跡
で
の
木
簡
の
出
土
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。

飛
鳥
藤
原
第
一
　
コ
ー
次
調
査
（
飛
鳥
池
遺
跡
の
調
査
）

　
　
　
　
　
５
Λ
Ｋ
Ａ
地
区
　
二
〇
〇
〇
年
二
Ｉ
月
～
二
〇
〇
一
年
三
月

　
こ
の
調
査
は
、
東
の
谷
に
お
け
る
工
房
の
南
限
を
解
明
し
、
あ
わ
せ
て

亀
形
石
槽
が
出
土
し
た
酒
船
石
遺
跡
（
明
日
香
村
教
育
委
員
会
調
査
）
と
飛

鳥
池
遺
跡
の
境
界
を
把
握
す
る
目
的
で
、
第
九
八
次
調
査
区
の
南
約
五
〇

ｍ
、
酒
船
石
遺
跡
亀
形
石
槽
の
北
五
〇
ｍ
の
地
点
に
、
東
西
六
五
ｍ
、
南

北
三
六
ｍ
の
不
整
形
な
調
査
区
を
設
け
て
発
掘
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査

面
積
一
八
一
〇
�
。
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調
査
の
結
果
、
調
査
区
東
で
は
、
丘
陵
西
斜
面
の
上
下
二
段
の
テ
ラ
ス

上
で
古
墳
時
代
の
斜
行
溝
・
南
北
溝
、
石
組
遺
構
、
飛
鳥
池
工
房
期
の
炉

跡
や
廃
棄
物
層
を
検
出
、
調
査
区
西
の
谷
部
で
は
、
平
安
時
代
の
遺
物
を

包
含
す
る
腐
植
土
層
を
検
出
し
た
。
こ
の
腐
食
土
層
は
谷
に
繁
茂
し
た
草

木
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
谷
が
沼
沢
も
し
く
は
湿
地
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
沼
沢
も
し
く
は
湿
地
の
性
格
は
、
亀
形
石

槽
か
ら
流
下
す
る
水
流
を
人
工
的
に
調
節
す
る
水
溜
施
設
が
沼
沢
も
し
く

は
湿
地
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
飛
鳥
池
遺
跡
と
酒
船
石
遺
跡
の
緊
密
な

関
係
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
遺
物
と
し
て
、
土
器
・
瓦
類
・
木
製
品
・
鉄
製
品
・
石
製
品
な
ど
が
出

土
し
た
。
谷
部
の
腐
植
土
層
か
ら
は
、
自
然
木
、
植
物
種
子
に
加
え
、
板

状
に
加
工
さ
れ
た
用
途
不
明
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。

　
木
簡
は
、
谷
部
の
腐
植
土
層
か
ら
一
点
出
土
し
た
。
古
代
の
習
書
木
簡

と
思
わ
れ
る
が
、
飛
鳥
池
工
房
期
か
平
安
時
代
に
降
る
か
は
、
書
風
・
内

容
か
ら
は
特
定
し
得
な
い
。

飛
鳥
藤
原
第
一
二
二
次
調
査
（
藤
原
京
左
京
六
・
七
条
二
坊
の
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｊ
Ｄ
地
区
　
二
〇
〇
一
年
一
月
～
四
月

　
こ
の
調
査
は
、
橿
原
市
高
殿
町
所
在
の
高
所
寺
池
堤
防
改
修
工
事
に
伴

う
調
査
で
あ
る
。
調
査
地
は
藤
原
京
の
六
条
大
路
と
東
二
坊
坊
間
路
の
推

定
交
差
点
周
辺
と
左
京
七
条
二
坊
西
北
坪
に
あ
た
り
、
主
調
査
区
と
ト
レ

ン
チ
五
ヵ
所
、
合
計
二
〇
八
〇
�
の
面
積
を
発
掘
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
藤
原
京
の
条
坊
関
係
遺
構
と
し
て
六
条
大
路
と
東
二
坊

坊
闇
路
を
検
出
し
た
ほ
か
、
古
墳
時
代
の
溝
、
鎌
倉
時
代
の
石
組
井
戸
三

基
や
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。
六
条
大
路
の
側
溝
心
々
間
距
離
に
つ
い
て

は
今
回
一
六
・
二
ｍ
と
い
う
数
値
を
得
た
。

　
木
簡
は
、
二
一
世
紀
後
半
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
三
二
八
か
ら
一
点
が
出
土
し

た
。
Ｓ
Ｅ
九
三
二
八
は
掘
形
上
面
が
直
径
一
丁
八
ｍ
ｘ
二
・
五
ｍ
で
、
底

か
ら
高
さ
Ｉ
　
・
二
ｍ
ほ
ど
は
川
原
石
を
円
形
に
積
ん
だ
石
組
み
が
残
っ
て

い
た
。
木
簡
は
側
面
に
穿
孔
を
有
し
表
裏
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

墨
痕
の
残
り
が
悪
く
釈
読
で
き
な
い
。

　
な
お
、
木
簡
以
外
の
文
字
史
料
と
し
て
、
東
二
坊
坊
闇
路
西
側
溝
か
ら
、

飛
鳥
Ⅳ
の
須
恵
器
坏
Ｂ
蓋
の
裏
面
に
「
大
鳥
評
」
（
後
の
河
内
国
大
鳥
郡
）

と
箆
書
き
し
た
も
の
が
二
点
出
土
し
た
。
口
径
一
六
・
四
ｍ
。

　
以
上
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
発
掘
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
奈
良
文

化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
一
』
　
（
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』
改

題
　
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

６－



飛
鳥
寺
▽
几
九
一
－
一
次
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ｂ
Ａ
Ｓ
地
区
　
∇
几
九
一
年
四
月
～
八
月

　
こ
の
調
査
は
、
一
連
の
飛
鳥
池
遺
跡
の
発
掘
の
嘴
矢
と
な
っ
た
も
の
で
、

飛
鳥
寺
東
南
方
に
位
置
す
る
飛
鳥
池
の
埋
め
立
て
工
事
に
伴
っ
て
実
施
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
木
簡
は
、
藤
原
宮
期
の
工
房
の
廃
棄
物
で
あ
る
炭
層

・
粗
炭
層
か
ら
出
土
し
、
大
要
は
既
に
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土

木
簡
概
報
『
十
二
』
（
一
九
九
三
年
）
に
報
告
し
た
。
発
掘
調
査
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報

二
二
』
（
一
九
九
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

飛
鳥
藤
原
第
八
四
次
調
査

５
Ｂ
Ａ
Ｓ
地
区
　
一
九
九
七
年
一
月
～
一
　
一
月

　
こ
の
調
査
で
は
、
約
八
千
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
う
ち
大
量

の
出
土
を
み
た
遺
構
は
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
〇
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
六
、
南
北
溝
Ｓ

Ｄ
Ｏ
一
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
〇
、
土

坑
Ｓ
Ｋ
二
六
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
出
土
の
削
屑
に
つ
い
て
前
号
ま
で
に
掲

載
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
釈
文
を
掲
げ
た
。

　
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
〇
は
、
東
西
五
・
二
ｍ
、
南
北
四
ｍ
の
楕
円
形
で
、
深
さ

一
・
七
ｍ
を
は
か
る
素
掘
り
の
土
坑
で
あ
る
。
年
紀
を
も
つ
木
簡
は
Ｉ
点

も
な
い
が
、
「
粒
評
石
見
里
」
の
表
記
か
ら
み
て
、
七
世
紀
末
（
天
武
朝

末
年
以
後
か
）
の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。

　
Ｓ
Ｋ
二
六
は
、
東
西
六
・
五
ｍ
、
南
北
四
ｍ
の
不
整
形
土
坑
。
こ
の
土

坑
か
ら
は
年
紀
を
記
す
木
簡
が
な
い
が
、
荷
札
木
簡
に
み
え
る
地
名
表
記

が
い
ず
れ
も
「
国
・
郡
・
里
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
大
宝
元
年
（
七
〇

こ
か
ら
霊
亀
三
年
（
七
一
七
）
の
間
の
年
代
で
あ
る
。

　
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
は
、
北
流
す
る
素
掘
り
溝
で
、
方
形
池
Ｓ
Ｇ
三
〇
よ

り
南
約
コ
ー
ｍ
の
位
置
に
石
組
み
の
護
岸
を
伴
う
堰
が
あ
り
、
こ
の
付
近

で
は
溝
幅
約
一
ｍ
、
深
さ
〇
・
五
ｍ
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
南
に
向
か
っ

て
溝
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
調
査
区
南
端
で
は
幅
約
三
ｍ
、
深
さ
約
一

ｍ
で
あ
る
。
年
紀
を
記
す
の
は
「
丁
丑
年
」
（
天
武
六
年
。
六
七
七
年
）
の

み
で
あ
る
。

　
以
上
、
第
八
四
次
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
年
報
∇
几
九
八
－
Ｈ
』
（
一
九
九
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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飛
鳥
藤
原
第
九
三
次
調
査

　
５
Ｂ
Ａ
Ｓ
・
５
Ａ
Ｋ
Ａ
地
区
　
∇
几
九
八
年
六
月
～
一
九
九
九
年
二
月

　
一
九
九
一
年
度
調
査
区
の
北
、
第
八
四
次
調
査
区
の
南
に
位
置
す
る
。

調
査
面
積
二
二
〇
〇
�
。
調
査
区
中
央
付
近
で
、
谷
を
堰
き
止
め
る
よ
う

な
形
で
、
三
時
期
に
わ
た
る
東
西
方
向
の
掘
立
柱
塀
を
検
出
し
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
飛
鳥
池
遺
跡
は
こ
の
塀
を
境
と
し
て
大
き
く
南
北
二
つ
の
地
区

に
分
か
れ
、
工
房
は
南
地
区
、
北
は
寺
院
に
関
わ
る
地
区
で
あ
っ
た
と
推

定
で
き
る
。

　
前
号
で
報
告
し
て
以
降
、
整
理
が
進
ん
だ
結
果
、
木
簡
の
点
数
は
次
の

よ
う
に
な
っ
た
。
塀
よ
り
北
の
地
区
で
は
、
第
八
四
次
で
も
検
出
し
た
南

北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
か
ら
二
Ｉ
点
（
う
ち
削
屑
コ
ニ
点
）
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
か

ら
六
点
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
の
南
に
接
続
す
る
斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
Ａ
か
ら
二
三
五

点
（
う
ち
削
屑
二
Ｉ
四
点
）
、
そ
の
他
の
遺
構
か
ら
八
点
が
出
土
し
た
。
南

区
で
は
、
工
房
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
大
量
の
炭
を
含
む
層
（
炭
層
）
か
ら
∇
几

七
点
（
う
ち
削
屑
コ
ー
六
点
）
、
炭
層
の
下
の
整
地
土
か
ら
六
点
、
そ
の
他

の
土
坑
か
ら
一
点
が
出
土
し
た
。
両
地
区
合
計
点
数
は
、
四
七
四
点
（
う

ち
削
屑
三
五
三
点
）
で
あ
る
。

　
以
上
、
第
九
三
次
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
奈
良
文
化
財
研
究
所

年
報
∇
几
九
九
－
Ｈ
』
（
一
九
九
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

少
玉
露

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
．
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二
、
凡
　
例

（
こ
木
簡
は
出
土
遺
構
ご
と
に
掲
げ
、
同
一
遺
構
の
中
で
は
、
内
容
分

　
類
に
よ
っ
て
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
配
列
す
る
こ
と
を
原

　
則
と
し
、
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

（
二
）
釈
文
の
漢
字
は
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
一
部
の
文
字
に
つ

　
い
て
は
正
字
・
異
体
字
を
使
用
し
た
も
の
が
あ
る
。

（
三
）
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

口
口
口

口
口
Ｕ

口
　
口

口
　
口

―
―

－
－
－

～
～
～

‾１

Ｌ

木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
推
定
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
載
内
容
か
ら
み
て
、
Ｌ
ま
た
は
下
に
一
字
以
上
の
文
字
を
推
定

し
た
も
の
。
但
し
削
屑
に
つ
い
て
は
煩
雑
に
な
る
の
で
、
こ
の
記

号
は
省
略
し
た
。

抹
消
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
も
の
。

抹
消
し
た
文
字
の
字
画
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
原
字
の
左
傍

に
付
し
た
。

異
筆
、
追
筆
。

　
「
　
　
　
合
点
。

　
マ
」
　
文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所

　
　
　
　
　
の
左
傍
に
・
を
付
し
原
字
を
右
傍
に
示
し
た
。

　
「
　
」
　
　
校
訂
に
関
す
る
註
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含

　
　
　
　
　
む
も
の
。

　
（
　
）
　
　
右
以
外
の
校
訂
註
、
お
よ
び
説
明
註
。

　
カ
　
　
　
編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

　
マ
マ
　
　
文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
難
い
も
の
。

　
…
　
　
　
同
一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
直
接
つ
な
が
ら
ず
、
中
間
の
一
字
以

　
　
　
　
　
上
が
不
明
な
も
の
。

（
四
）
釈
文
下
の
上
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ
二
帽
」
厚
さ
を

　
示
す
（
単
位
は
皿
）
。
欠
損
し
て
い
る
も
の
及
び
二
次
的
加
工
を
受

　
け
て
い
る
も
の
は
現
存
部
分
の
法
量
を
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
な
お
、

　
長
さ
、
幅
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
に
よ
る
。

（
五
）
釈
文
下
の
中
段
に
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
付
し

　
た
。
端
と
は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

　
日
↑
型
式
　
長
方
形
の
材
（
方
頭
・
圭
頭
な
ど
も
こ
れ
に
含
め
る
）
の
も
の
。

　
つ
ぶ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の
。

　
つ
芯
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の

　
　
　
　
　
　
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
０
１
１
-
０
１
５
-
０
３
２
-
０
４
１
-
０
５
１
型
式
の
い
ず

　
　
　
　
　
　
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。
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呂
｛
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。

口
回
型
式
　
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

日
｝
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

　
　
　
　
　
頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

呂
に
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

呂
い
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

　
　
　
　
　
ら
せ
た
も
の
。

っ
治
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

　
　
　
　
　
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は

　
　
　
　
　
０
３
１
-
０
３
２
-
０
３
３
-
０
４
３
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

２
｝
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ

　
　
　
　
　
た
も
の
。

っ
台
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、

　
　
　
　
　
左
右
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

つ
台
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て

　
　
　
　
　
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
り
原
形
の
失
わ
れ
た

　
　
　
　
　
も
の
。

呂
｝
型
式

つ
沼
型
式

長
方
形
の
材
の
下
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐

蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
已
３
-
０
５
１
型

式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
呂
｝
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
（
　
　
）
内
に
製

　
　
　
　
　
　
品
名
を
註
記
し
た
。

　
っ
呂
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

　
呂
｝
型
式
　
折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
り
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

　
呂
｝
型
式
　
削
屑
。

　
括
弧
内
の
番
号
は
、
二
次
的
整
形
の
場
合
に
推
定
で
き
る
原
型
の
型
式
を
表

　
わ
す
。

（
六
）
釈
文
下
の
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
を
記
し
た
。

（
七
）
釈
文
の
出
土
地
点
の
下
に
付
し
た
＊
は
、
口
絵
図
版
に
写
真
を
掲

　
げ
た
木
簡
を
示
す
。
こ
は
図
版
一
に
対
応
す
る
。

　
木
簡
の
釈
読
は
、
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
山
下
信
一
郎
・
宮
川

伴
子
が
行
な
い
、
ま
た
竹
内
亮
・
吉
江
崇
氏
の
助
力
を
得
た
。
写
真
は
井

上
直
夫
の
撮
影
に
よ
る
。
本
書
の
編
集
は
山
下
信
一
郎
が
担
当
し
た
。
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三
、
釈
　
文

飛
鳥
藤
原
第
九
八
次
（
５
Ａ
Ｋ
Ａ
）

陸
橋
Ｓ
Ｘ
二
〇
八
裾
炭
溜

１
・
桑
原
五
十
戸

　
・
口
小
口

炭
層

２
次
評
詰
辞
万

　
　
「
那
　
皮
力
」

３
　
依
地
評

軍都
布麻
　五
　十

４

しｰ
ﾛ部
　こ

谷
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
堆
積
層

　
　
　
　
「
国
力
」

５
こ
局
志
口
新
川
評

　
　
　
『
背
力
』

　
・
石
口
五
十
戸
大
口
　
　
口
目

2
０
３
-
３
７
-
７
　
　
　
０
３
２
　
　
　
Ｈ
Ｃ
１
７
　
＊
１

1
５
８
-
３
１
-
３
　
　
　
０
３
１
　
　
　
　
Ｈ
Ｈ
２
３

1
４
７
-
３
４
-
３
　
　
　
　
０
３
１
　
　
　
　
Ｈ
Ｇ
２
２

つ

ぱ）

←i

H
Ｆ
２
２

穴
３
５
-
２
４
-
６
　
　
　
０
３
２
　
　
　
Ｈ
Ａ
２
０

６
　
口
口
［
円

７

　¬口三
ロカ
ロ‾

8

　｢-‾n

口司

　カ

　Ｓ　Ｉ

９

賜

　口

賜

口

口
口

口

飛

　飛口

≒
ゾ
Ｌ

　　　10

口口口

口度口

口力

　‾口

‥
１
１
・
不
口

　
・
宰

　
［
掲
力
］

口
口
利
口
口

に
（
）
μ
∴
応
ふ
　
（
）
沢
　
函
呂

（
沢
）
心
ｏ
乙
　
呂
｝
　
目
回

(
８
５
）
･
２
７
-
８
　
　
　
０
８
１
　
　
　
　
Ｈ
Ｇ
２
０

｛
｝
回
）
・
（
台
）
ふ
　
（
）
芯
　
回
ば

｛
｝
呂
）
・
（
回
）
ふ
　
呂
｝
　
回
呂

（
呂
）
∴
μ
∴
ｗ
　
（
）
β
　
≒
）
ぶ
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飛
鳥
藤
原
第
一
〇
七
次
（
５
Ａ
Ｊ
Ｆ
）

朝
堂
院
東
面
回
廊
東
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
〇
二

12

大

中
世
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
四
六

Ｑ
Ｊ
Ｉ

Ｏ

　し＿

　口治

　ロカ

　　ｌ　ｊ

口
口
口

0
９
１
　
　
　
　
Ｆ
Ｅ
７
２

（
丞
）
・
（
回
）
ふ
　
つ
ぶ
　
回
Ｊ

飛
鳥
藤
原
第
一
一
〇
次
（
石
神
遺
跡
第
一
三
次
　
５
Ａ
Ｍ
Ｄ
）

東
西
石
組
溝
Ｓ
Ｄ
三
八
九
六

14

口

　
「
部
麻
力
」

口
口
口
手

(
１
０
３
＋
２
８
）
-
２
５
-
４
　
　
　
０
３
２
　
　
　
Ｒ
Ｍ
８
１

飛
鳥
藤
原
第
一
一
二
次
（
５
Ａ
Ｋ
Ａ
）

腐
植
土
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
価
力
」

1
5
・
頭
黒
黒
大
麻
呂
者
口

　
　
　
　
口
口
問
其
由
口

　
　
　
　
「
勘
力
一

　
・
口
口
奈
太
口
口
奈
太
口

（
旨
）
・
（
回
）
∴
ｗ
　
（
）
８
１
　
　
　
　
Ｋ
Ｍ
Ｉ
Ｏ
　
＊
１
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飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
に
関
わ
る
調
査
（
釈
文
の
追
加
）

飛
廃
寺
一
九
九
一
－
一
次
（
５
Ｂ
Ａ
Ｓ
）

粗
炭
層

　
　
（
伊
与
国
）

1
6
」
湯
評
笑
百
木
五
十
戸

　
　
・
足
支
首
知
与
小
俵

17

　　｢‾‾¬

口十

18

｛
｝
沢
）
･
１
５
-
２
　
　
　
　
０
１
９
　
　
　
　
Ｗ
Ｎ
２
４
　
＊
１

ハ
カ
】

口
　
（
釘
の
様
。
頭
部
に
墨
書
）

　
　
　
　
　
　
長
（
回
）
、
笠
の
径
（
吉
）
、
軸
ｗ
ふ
　
呂
｝
　
斐
回

カ

１___｝

（
釘
の
様
）

飛
鳥
藤
原
第
八
四
次
（
５
Ｂ
Ａ
Ｓ
）

土
坑
Ｓ
Ｋ
一
〇

1
9
　
在
将
婦
「
口
」

20

　
　
　
［
心
力
］

口
受
伝
口
口

（
に
）
）
・
に
よ
　
（
）
印
　
５
ａ
μ

（
）
β
　
こ
呂
芯

（
）
旨
　
ｚ
冶
（
）

2122

　
［
奈
力
一

止
口

　
　
我
曰
口

　
「
秋
秋
思
」
口

口
　
　
口

2
3
　
思
恵
口

24

［
犬
甘
力
］

　
口
口
部

25

　m‾･
口泊

首力

　１　１

2
6
　
東
人

2
7
　
記
　
毛
知

　
　
　
　
【
江
力
】

2
8
　
又
遠
口
口
二
口

29

二
文
口

3
0
　
ロ
ー
文

つ

1C）

←1

ｚ
旨
〔
〕

つ

ば）
←

Z

C←
oo

つ

O

Ｑ⊃

←

Ｚ

１→

CO

つ

つ

C､こ）

←

つ

ｑ:）

←j

昌
呂

こ
呂

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
３
０

つ

哩）

←

乙
吉

〔
〕
固
　
ｚ
冶
（
）

呂
｝
　
こ
呂

呂
｝
　
乙
治
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　　31

　口口

　口

　瓦

口

3
2
　
口
瓦
口

四
百
八

3
3
　
口
口
毎
年
口

3
4
　
正
月
廿
日
口
口

35

口
口
八
月
二

3
6
　
十
二
月
三

37

＋

38

八
日
廿
三

廿
三
日
口

口
口

39

口

口

口

　口口

　
　
　
　
一

ロ
　
ロ

升
七
日
口

40

　「‾‾η

口丁

-一一力

小｀」

丁

一
一一

4
1
　
少
丁
三
人

日

口

（
）
９
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
３
０
　
＊
２

呂
｝
　
こ
呂

つ

Cj）

←

ｚ
冶
（
）

（
）
旨
　
こ
呂

（
）
旨
　
ｚ
冶
（
）

呂
｝
　
一
応
（
）

つ

(£)
←

Ｚ

ら
ｏｏ

つ

（
）
旨
　
こ
呂

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
３
０

（
）
旨
　
ｚ
冶
〔
Ｔ
忌

（
）
沢
　
ｚ
冶
（
）
芯

4
2
　
稲
三
口

4344454647

［
稲
力
一

　
口
「
三
石
口
」

口
坦
七
石
口

一
斗
三

口一
斗
半

五カ

升゜」

十
口

　
　
［
升
力
一
　
［
半
力
］

4
8
　
口
半
一
升
口

4
9
　
口
升
半
口

5
0
　
五
升

5
1
　
升
半

　52

口屎

畠
｝
　
司
呂

（
）
旨
　
こ
呂

つ

ば）

←

こ
呂

つ

(､i)

←i

Z

C←

(人)
つ

呂
｝
　
乙
呂

（
一
）
旨
　
乙
呂

呂
｝
　
ご
呂

つ

(£)

←4

ご
呂

呂
｝
　
こ
呂

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
３
０

〔
〕
Ξ
　
ｚ
冶
（
）
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53

屎

54

賓

巳＿

口思

ロカ

　１　ｊ

5
5
　
賓
口

5
6
　
口
　
第
口

57

口
口
人
得

5
8
　
口
歎
得

5
9
　
得
得
得

6
0
　
而
而
而
而
　
而
口

6
1
　
徳
徳
徳
徳

6
2
　
縁
縁
縁
縁

　
　
「
口
口
口
」

6
3
　
蔵
蔵
蔵
蔵
口

6
4
　
露
露
露
口
露

呂
｝
　
昌
呂

（
）
巴
　
ｚ
冶
（
）

呂
｝
　
こ
呂

呂
｝
　
こ
呂

呂
｝
　
昌
呂

呂
｝
　
昌
呂

〔
〕
旨
　
ｚ
旨
（
）

〔
〕
旨
　
ｚ
冶
〔
〕

呂
｝
　
ご
呂

呂
｝
　
こ
呂

呂
｝
　
乙
呂

呂
｝
　
昌
呂
芯

6
5
　
金
金
金

6
6
　
我
我
我

７
　
１
ｘ
、
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

６
　
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

　
　
　
「
口
口
　
口
　
　
　
口
」

土
坑
Ｓ
Ｋ
二
六

6
8
　
秦
口

6
9
　
口
　
枡
口

7
0
　
廿
一
日
口
口

１７

－･-

-

一一墨

7
2
　
二
升
口

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一

7
3
　
是
以
白
口

--

--

-

-

五

食線

7
4
　
口
弁
馬
之
口

一

つ

ば）

←

こ
呂

呂
｝
　
昌
呂

つ
旨
　
邱
呂

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
口
３
５

｛
｝
旨
　
ｚ
口
ぶ

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
」
３
５

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
」
３
５
　
＊
２

（
）
固
　
ｚ
口
ぶ

○

t£）

←

ｚ
１
３
３

〔
〕
９
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｋ
３
３

ｒ
ａ
ｌ　
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7
5
　
口
南
枝

7
6
　
方
等

　
　
［
麓
力
］

7
7
　
口
人
三
口
口

7
8
　
十
七
目
口

79

六力

日゜」

口

8
0
　
廿
九
日
八
口

8
1
　
二
日
七
　
口

82

　
　
　
［
五
カ
］

用
口
廿
口
口

8
3
　
用
口
口
口
三
升

8
4
　
斗
二
升

8
5
　
口
飯
二

86

唐

呂
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
３
３

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
３
３

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
１
３
３

つ

に）

←

つ

(､C)

←

つ

ば）

←1

つ

Ｃ）

←1

N
１
３
３

ご
呂

N
Ｊ
３
３

N
」
３
３

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｋ
３
３

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｋ
３
３

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
１
３
３

呂
｝
　
乙
治

（
）
９
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
３
３
　
＊
２

87

侍

8
8
　
亦
楽
乎
　
（
論
語
の
習
書
）

飛
鳥
藤
原
第
九
三
次
（
５
Ａ
Ｋ
Ａ
）

炭
層

　
　
「
申
力
」

89

甲，

口

口

9
0
・
口
口
口
口
口
　
口

　
　
　
　
「
丑
年
力
」

　
・
以
丁
口
口

　
　
　
　
「
派
力
」

9
1
・
口
的
口

　
・
秦
火

9
2
゛
【
Ｊ

勝
部

Ｊ
カ
】

口

9
3
　
口
口
大
小
井

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
３
３

0
９
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
３
３
　
＊
２

（
呂
）
・
こ
（
）
）
ふ
　
○
治
　
已
回

｛
｝
台
）
∴
以
）
ふ
　
（
）
雲
　
胃
一
ｗ
（
）

（
台
）
心
ｗ
ふ
　
つ
印
　
戸
路

ら
←1

（
―
）
・
芯
心
　
呂
｝
　
戸
呂

吉
）
・
（
芯
）
ふ
　
（
）
芯
　
胃
訟
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（
越
前
岡
丹
生
郡
）

9
4
　
国
入
評

　
　
「
各
力
」

9
5
・
口
方
評

［
国
・
口
口

口止

皮力

　１　１

9
6
　
口
二
　
（
門
金
具
の
様
）

9
7
　
十
六
　
（
壷
金
具
の
様
）
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【
五
力
】

　
口
＋
　
（
環
頭
釘
の
様
）

9
9
　
既
口
　
（
題
僕
力
）

0
0
　
％

ｌ
　
　
ｊ

101

廿

２
　
「
位
　
二
力
」

1
0
　
口
十
口
位
口
口

　
　
位
　
口

つ

(ｊ)

←

H
」
３
０

（
回
）
よ
芯
）
乙
　
つ
治
　
戸
呂

ら←

←

on

一

1
２
-
１
３
　
　
　
０
６
１
　
　
　
　
Ｈ
Ｋ
２
７

(
４
２
)
-
７
-
７
　
呂
｝
　
盃
呂

6
８
　
･
　
２
１
　
･
　
６
　
　
　
　
０
６
１
　
　
　
　
Ｈ
０
２
８

（
呂
）
・
詣
ふ
　
○
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戸
呂

0
９
１
　
　
　
　
Ｈ
」
３
０

0
９
１
　
　
　
　
Ｈ
」
３
０

0
９
１
　
　
　
　
Ｈ
」
３
０
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飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
十
一
）
（
十
三
）
（
十
四
）
訂
正

　
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
の
釈
文
の
訂
正
（
読
み
直
し
、
及
び
新
た
な
接

続
の
判
明
）
を
左
に
掲
げ
る
。

概
報
十
一

C
Ｏ
０１

一
四
頁
上
段
⑨
（
釈
文
の
読
み
直
し
）

舎
人
皇
子
口

百
七
十

概
報
十
三

（
釘
の
様
）

二
台
）
・
笠
径
浜
・
軸
口

　
一
〇
頁
下
段
⑦
（
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た
な
接
続
の
判
明
）

1
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日
女
瓦
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枚
四
目
男
瓦
六
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一
四
頁
上
段
②
（
同
右
）

口
止
求
止

　
口
　
口

口

　
　
　
　
［
和
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ー

佐
田
目
手
口
口

　
　
　
　
　
口

口
久
於
母
閉
皮

「
羅
力
一

概
報
十
四

つ

(乃

←

○
旨

W
Ｈ
２
３

Z
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以）
つ

106７０１

七
頁
下
段
④
（
同
右
）

玉口

　長口

長口口

巴長口

　口

九
頁
上
段
②
（
同
右
）

有
得
　
有
　
有

「
大
大
　
大
」
（
重
書
）

　
有
　
口
口

「
有
　
有
」
（
重
書
）

（
↑
ｊ
）
・
（
吉
）
∴
３
　
　
　
０
８
１
　
　
　
　
Ｎ
Ｊ
３
３
　
＊
２

つ

1£）

←j

（
）
旨

Z

し

Ｑに

ｚ
回
心

18 －



二
〇
〇
二
年
三
月
　
五
日

二
〇
〇
二
年
三
月
一
〇
日

印

刷

発

行

飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
㈲

編
集
・
発
行
　
独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所

　
　
　
　
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所

〒
六
三
〇
ｊ
八
五
七
七

奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
ｉ
一

T
Ｅ
」

Ｆ
Ａ
Ｘ

○
七
四
二
（
三
四
）
三
九
三
一

〇
七
四
二
（
三
〇
）
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八
三
〇
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